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Ⅰ 緒 言 が行われ,またその詳細がすでによく調査されてい

魚類の産卵期や抱卵数は,地域や魚体の大きさ ･

来の主として産卵期調査が月別漁准法を用いた制約

によるものと考えられる｡多回産卵魚では生殖典が 阪府岬町沖合において流し釣によって得られたもの

日周期的リズムをもつと考えられるので,これに対 で,個体毎に釣横の時刻を記録した｡また,底曳網

応 した資料採取を行うことにより,産卵様式に関す 日から9月10日の期間に,大阪府
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年令などによる変動を伴なうが,多くの唖軒につい 資料から得られた知見とその的確性を検討した｡

て広 く調査が行われている｡しかし,特に多回産卵

魚における個体毎の l産卵期当りの産卵回数, 1回 日 材料および方法

毎の産卵数,年間総産卵数など,産卵様式の詳細は 材料には釣船による漁礎魚 (釣魚)に補足して,

一部の魚都 しか明らかにされていない｡これは,従 小型底曳網による月別漁狸魚 (底曳網魚)を用いた｡

5釣魚は】988年 9月 1日 8時から1時にわたり,大

6

3TTar

7

t

8

hC

9

lkat..tklrcs.

魚は1 年 5月2

る数五t的知見の増加が期待される｡ 泉佐野漁港に水揚げされた大阪湾域操業の小型底曳

本報告では,産卵様式に関連して多方面から研究 網漁獲物から,同一葉書を通じて偶人した.同港所
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日周的採取資料によるシロギスの産卵様式の推定
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属漁船の出入港時刻から,その底曳網魚の漁獲時間 多く,それ以後は雄がやや多くなる傾向がみられる｡

底曳網魚の月別変化では,産卵期の初期 

月初旬)と終期 

)5
9
9
(1
2
5

6
(5月～帯はおよそ 7時から1時までと考えられる｡

材料は生鮮状態で体長,体重および生殖典重且を

4


9月)では雌の出現頻度がわずか

(6月下旬～8月)には雄の出

率の水中でよくほぐし,そこからピペットで 1m/ と共に示した｡底曳網魚 (多くは 2才魚)では釣魚 

を 1mm 目の計数坂上に取り出し,万能投影枚を用 (多くは 1才魚)に比べて GSIの澱高値がかなり高

く,その変動幅も広い｡しかし.両者の GSI平均値 

性比 

の出現頻度を示しているO釣魚では資料数の著しく

)3g.GSlの変動を釣魚 (Fi卵径組成には著しい差異が認められなかったので, 生殖腺体指数 (GSI)

卵団を卵巣の左黄中央部から採取し,一定の稀釈倍 と底曳網魚 (Fi )について,それぞれ体長の変化4g.
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測定した｡生殖典は1%ホルマリンで固定した後,

卵径および卵数の計測に供した｡卵典の部位による 現が高い傾向を示している｡
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いて 1mm立方3区画について 3ヶ所の全卵の長径

を測定した｡また,抱卵数および卵径群別卵数は卵

往階級幅を 5mm間隔 

0

00, (底曳網魚では mm間01.

3
18
-
7
0

,

雌魚1 9mm)は卵典の発達が著しく低

く,当年の産卵個体から除外して取り扱った｡底曳

1mm)

1尾 

隔)にとり,0 5mm以上の卵教を韮丑法によって

推定した｡なお,卵鵜の発達状況は生殖腺体指数 

Go ma cidnex

0.

itdnaoso(

釣魚は総数1 尾で,うち雌魚8尾 (体尖1 

mm),雄魚4尾 ( 0mm)であったOなお.
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Fi は釣魚について時刻別に雌雄の出現

頻度を,また Fig 2は底曳網魚について月別に雌雄
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7A 020はそれぞれの体長平均値に対応して推移する傾向が は卵径 以下の小型卵とその初期発達卵mm

みられる｡ だけからなり,釣魚ではみられなかったものである｡

卵径組成と産卵間隔 釣魚の代袈個体について, これは底曳網魚の操業時間帯から判断して,釣凍開

inpa
Fl .g3
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4.lg .Mon lychang initgcaughtby 

ins
es
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smaHt ugrosht hthes saarethe

GSI(3 )および魚体の大きさ (BL140mm)を目 始時刻前の7:00-8:00に漁獲されたものと考えら0.

やすとし,それぞれ大 ･小 2群に区分して卵径組成 れる｡ 

5,6)｡両形質による卯s.(Figの時刻変動を調べた Fig.8は釣魚雌全調査個体について,大型卵群中

径組成の変化には著しい差異はみられず,いずれも の叔大卵径卵に宕目し,釣獲時刻毎の体長との関係

1.卵径0 mm以下の小卵群に続いて 2-3本の卵群

が認められる｡また,時間の経過に伴ないGL大卵往

を示したものである｡偉大卵径は12:00-14:00に

大きくなる傾向がうかがわれるが,全般的には盛大

群 (大型卵群)は卵径が次第に大きくなり,これに 卵径の変化と休出のr視には強い相関関係はみられな

次ぐ卵径群 (次大型卵群)と分離し,卵群間僻が次 15･主い｡体j 0 gmm以上の大雅 ,lの中でも時刻9:00-

第に広くなる傾向を示している｡次大型卵群とさら 10:00の 3個体や12:00-13:00の 2個体のよう

にこれに続く卵群との間は,分離する個体t)一部に に,投大卵径が相対的に小さいものがあり,また小

3.

型魚では14:00-15:00の 2個体のように,この時

間帯においても最大卵径が0 0-

みられるが (Fig5.B-d,f),多くは谷が形成きれる

3.0. 5mmにしか程度で,その谷の位芯や深さは個体差が大きく一定

していない｡ 達しないものもみられる｡ 

J'･g7は底曳網魚にみられる卵径組成の変化を,Fi Fig.9も粒大卵径卵にT 

上記の釣魚における時刻変化に准じて 4群に大別

し,代表個体で示したものである｡卵径測定法に違

いはあるが,Fi B･ D)にみられる卵径と出g7( C･ 

現頻度の関係は,釣魚の場合にみられた変化とおお

目し,個体数頻度の時刻

変化を示したものである｡釣凍開始時刻から12:OO

～13:00の時間帯にわたって,卵径モードはほぼ遍

線的に増大している｡その後の経i削ま資料不足のた

め不確かであるが,卵径は増大せず,ほぼ安定する

ig

7.

･7

むね一致 している｡すなわち,Fig Bは時刻8: 

Cは10:00-12:00,F

傾向がうかがわれる｡

00-9:OO g,Fi 5..7 大型卵数と絵抱卵数 g1 0Dは Fi.0は釣魚の卵径0

13:00 5:00における状態に類似する｡なお, g-1 Fi, 5,mm以上の卵をもつ個体について,卵径0 0mm以
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Fig.6.� Daily changes in frequency of ovarian egg diamet r in the representative female 
Japanese whiting angled on 1st September. 1988, dividing into two groups of large> ~ized 

fish (A) and small sized fish (B). 
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上の大型卵数 (●)と卵径0.05mm以上を含む計数

可能な総抱卵数 (○)に区分して示したものである｡

卵径巾.50mm以上の大型卵数は10時30分頃から増

加している｡その数は11時以後,&L低600粒 (体長114 
mm,GSIl.ll),堤高55,700粒 (159mm,6.82)で

あった｡また,底曳網魚の代表個体では,J諒低 1,900

粒 (135mm,4.37),叔高35.700粒 (155mm,8.74)

であった｡

なお,底曳網魚の-部を含む潜料について,体長

および体盛と大型卵数との相関図を,それぞれ Fi.g

11と Fg1i.2に示したOまた,それぞれの回帰式を求
めると,

大判卵数 (y) と体長 (L)との関係では, 

y･230×1llL673 (- .566=.25 0~ x ･27 r07 )

大型卵数 (y)と体重 (W)との関係では,
 

y=5.2148×W20■87 (r-0.7543)

で示される｡

また,総抱卵教は個体変異が大きいが,釣魚では 

i;一低251,000枚 (時 刻12:38,体 長 127mm,GS1 
1.72),損商1,290.000粒 (10:54,189mm,4.72)

と推定された｡なお,底曳網魚の代襲個体では,産

卵盛期の 7月期の6-低で1,063.000粒 (体長 135mm, 

GS1.7,Hk高で288 位 (8mm .7で43) tL .5,000 11 ,93)

あり.終期に近い 9月期では奴低で1,257.000位 (140 
mm,6.66),磁荷で2.844.000粒 (175mm,8.OO)

と推定された｡

】V 考 察

本研究の結果を既往の研究結果と比較して,おも

に釣魚から得られた知見の的確性を検討した｡

性比について,角EElIJは産卵期には雌が多くて全

漁細尾数の80-90%を占めることを,また伊藤 ･内 

EEl2)は 5-8月の調査で雌の性比が0.43-0.58(期

間平均0.51)であったことを報告している｡今回の

底曳網魚の場合は角田とは逆の結果を示し,釣魚の

場合とも地分異なった傾向がみられる｡このように

性比は産卵期においても地域,時刻,漁礎方法など

によって,かなり変動することが推測される｡ 

GSlは卵射式敷の程度を反映し,また底曳網魚の

結果では魚体の大きさともある程度関連して,産卵

期の推移に伴なって変化する｡GSlは時期的には産

卵盛期に向って収も布くなり,また大型魚ほど商い

傾向を示すが (i.)Fg4,産卵終期には大型魚でも相

対的に低 くなる｡釣魚における GSIの日周的変化

は,全般的には各時間帯の平均体長の変動と対応こし

た変化がみられた｡
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釣魚と底曳網魚では,後者の漁凄時間帯が幾分早

朝から始まっているが,両者の時間帯はほぼ対応し

ていると考えられる｡したがって,釣魚の GSI変動

偶は底曳網魚の 8-9月期のそれと対比されること

になる｡両者の体長差はかなり大きいが,この時期

の GST変動域はおよそ1.0-70の範囲にありほぼ

-致 している｡この他 はqi一卵盛期 の 7月下旬 

(4.0-14,0)に比べるとかなり低い｡

卵径組成は多巻型で個体変動が大きいが (Fg.,is5
6),11時以後以大卵径モード0.5mm以上に達する

大型卵群が次大型卵群から分離してくるOこの卵群

が当日産卵されるものと考えられる｡大多数の調査

個体では,大型卵群に続 く次大型卵群が認められ,

また次大型卵群とそれに続 く卵群との間には卵群区

分の特徴となる一定した深い谷の形成はみられな

い｡このことから,それぞれの卵径モード群が 1回

毎の産卵群となり,卵群が連続して現われる場合に

は連日産卵が行われるものと推測される｡松浦3)が

多峯 ･連続産卵型と規定し,連日産卵を行うことが

知られているマタイ Pa･L ZognSmLjrにおいても,卵

径組成は卵群が連続して現われ,深い谷の形成はみ

られない｡これに対 して,岸田 ･会田一)はサワラ 

ScmbrmoL ihnlSについて,飛び解れた大o eo nSnpoiL

型卵の山は吸水卵で,これが 1匝】の産卵数に相当す

ると考えている｡そうして,次大型卵に当る卵群と

それに続 く卵群との間には深い谷が形成され,この

谷の位隈より大きい次大型卵 (未吸水卵)の数は 1

回の産卵数 (吸水卵)より明らかに大きい場合が多

く,このような個体では何日かに分けて卵賛否毛等の

進んだ卵から順次成黙して産卵される可能性がある

と考えられる｡すなわち,サワラでは一度に形成さ

れた次大型卵 (兼吸水卵)を数日間に分けて産卵し,

それを産み終えると1日程度産卵が途切れ,その間

に次の次大型卵が形成されると推測されている4)｡

また, Naki) ad,L♪ Ln.hcLSa5はマイワシS ri/Osmeaoq'EE

について調査し.卵径組成にみられる 3つの卵群 

(0.3mm以下 :第 Ⅰ群,0.3-0.6mm:第日群,0.6 
mm以上 :節目群)のうち,第 11群と第IH群が 1産

卵期に 1-4回に分けて産卵きれると考えた｡この

ように,産卵数の推定に当っては次大型卵群の形成

状況について十分留漕する必要がある｡なお,生化

学的研究によると,卵典の発達過程における卵黄雷

税には,ステロイドホルモンの関与が海産魚でも知

られてきている6,8)｡

本社の卵は浮性卵で,受粁卵では囲卵腔が狭い｡

卵の大きさについて多くの研究報告があるが,卵径
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範顔は熱卵で0.61-0.78mm一･9･10),また受精後の浮

上卵で0.61-0.79mm)ト13)などである｡今回調葱の

釣魚は通常の産卵時刻 (20:00-23:00)1日5)より

数時日q以前の状態に当るが,最大卵径は0.75-0.80 

mm に達するものもあった｡卵典の組織学的観葉を

行っていないが,卵巣中には大型卵 (吸水卵)が未

熟な卵輿卵の間に混在していて,排卵されていない

状態のt)のと判断されるO大型卵群の卵径モー ドは

時刻12:00 3:00 .0 .5 Fi.-1 で06-06 mm であり ( g

9),これが産卵時刻に達するまでに排卵され,卵径

モー ドも娩分増大して産卵 されるものと推定され

るOなお,産出卵の大きさは産卵魚の年令や水温,

塩分濃度などによって影響されることが明らかにさ

れているJS･■6)｡また,産卵時刻も産卵期の時期によっ

て変動 L IS･u),それには光周期や水温の変化が酵響

することが知られている18)o 

Flggにおいて,LrL .0 .5l fのl大卵径03-03n :k m以L 

ものが,10:00--ll:Onに 1個体 と14:00-15:00

に 2個体 ( 個体は Fi.Bうち l g6 -eに当る)みられ

る｡これらの 3個体は他の大型卵をもつ個体から離

れており,当日産卵が行われないものと推定される｡

全調査個体 (70個体)に対するその割合は約 4%に

過ぎない｡

1回当りの産卵数について,飼育観察により1日

磁高産卵数を平本 ")は 8尾 (全長 181-218mm)で 

80.000粒,また KuMAIandNAKAMURAL9)は 2尾で 

81.700粒と推定している｡今回の調査結果は個体変

異が大 きいが,大型卵数を 1匝卜当りの産卵数とする

と,推定された粒高値はほぼ妥当な値であると考え

られる｡

また, 1産卵期中の総産卵数についても,飼育鞄

察の結果から,平本 17)は前記 8尾の産卵数を 6月18

日から8月22Eは で (66EOの期間に1,582.450枚 と

推定した｡同様に, KuMAlandNAKAMURAL9-も前

記 2尾の産卵数を 7月3日から10月 7日まで (96日)

の期間に2.037,000粒 と推定 し,さらに別の大型魚で

は】尾で1.800,000粒 と推定している｡今回調査魚の

総抱卵数は,これらの値よりはるかに多いものもあ

り,1産卵期の総産卵数に相当するかどうかは疑問

である｡この点については,今後,特に産卵終結魚

の卵典の組戯学的稗童が望まれる｡マタイでは,以

後の産卵を終えた個体では卵帝胞期以上に発達した

卵母細胞が,すべて崩壊吸収過程に入ることが知 ら

れている3J｡

著者らはオイカT7Z oPaW IL 4bcc l Sについて,2時

間採取資料 (2時間間隔)の卵径組成の変化から,

この種塀では昼間だけでなく夜間にも多回産卵が行

われていることを推定し,さらにその後の調査によ

って夜間産出卵を確認 している(未発表)｡多 くの魚

種について,完全なE]周的資料を得ることは凶難で

あるが. Huト汀ER t a.0 aEuinse l2)はカツオ K suou

pekzmisについて,別漁法,近接海域,近傍漁獲月日

などからなる資料を日周的に構成して,南太平洋域

における産卵吸塵の研究に用いている｡

今回の釣魚の調査時間は全日周の 1/3に過ぎない

が,上記のように多くの妥当な知見が得られている｡

多 くの魚種では産卵期がすでに明らかにされている

ので,日周的時間帯の長い適切な構成資料を用いて,

可能な限り産卵期の前期,姫期および終期にわたっ

て調査すれば,産卵様式に関する的確な知見が型的

にも数丑的にも増大するものと思われる｡
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